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異業種交流・融合化推進研究会（第７回）参加のお誘い 

 ――神奈川異グ連事務局長・芝忠からの呼びかけ――  

 

 暑中お見舞い申し上げます。お盆の週に入りましたが皆様には英気を養い、また静かな学習の時期でもあるか

と思います。 

 さて来る９月９日（火）－中国では重陽の節句―に、大阪にて（財）中小企業異業種交流財団主催による標題

の研究会が開催されます。そこで第一部の特別講演を私が担当し「広域交流が新たなチャンスを生み出す――点

的展開から面的展開へ――」をお話いたします。この機会に皆様と異業種交流活動や推進部隊としての立ち入っ

た意見交換をおこないたいと考えております。 

＜例えば＞  

１、 異業種交流発生から３０年を経過していますが、この期間に異業種交流はどのように変化してきたのか？ 

２、 中小企業を取り巻く情勢が変化している中で、支援機関やアドバイザー（コーディネータ、カタライザー

等）の支援手法は変化してきたのか？ 

３、 各都道府県の協議会活動は変化しているのか？ 

４、 なぜ全国ネットワークが必要となっているのか？ 

等々、共通して考える問題点が多々あると思います。ぜひ各都道府県の問題点を出し合って討議を深めたいと思

います。第２部の「活動事例発表」に続き、第３部に「意見交換会――新たな異業種交流活動のあり方について

――」が準備されていますが、さらに閉会後の交流会の席上も活用してぜひ有益で活発な意見交換を展開したい

と願っております。皆様の積極的な参加をお願いいたします。 

 ちなみに、私の講演レジメ（案）の項目は次の通りの予定です。 

 

テーマ「広域交流が新たなチャンスを生み出す」――点的展開から面的展開へ―― 

１、 異業種交流の原点と最近の情勢から“異業種交流の必要性・発展性”を考える。 

（1）外部経営資源の内部化（坂本光司 福井県立大学教授）について 

（2）異業種交流参加の動機・・中小企業経営の本質 

（3）異業種交流の必要性・発展性 

２、 協議会活動の役割、コーディネータの役割、グループ事務局の役割の変化と期待をどう見るかのか？ 

（1）時代の環境変化への考察 

（2）役割分担の基本と期待 

（3）神奈川異グ連の“事業化推進プロジェクト”の事例紹介 

３、 中小企業の新たな経営戦略としての全国ネットワーク（広域連携） 

    ――活発な中小企業は全国的かつ国際的展開を行っている―― 

  （1）中小企業の経営戦略として事業連携の重要性を強調し、“異業種交流は事業連携活動の苗床機能”と

としている（平成14年度中小企業白書） 

  （2）各地域毎の特性（産業構造、地域文化等）を考慮・活用した情報交流・役割分担が必要。 

  （3）広域ネットワークを活用した共同事業、共同販売、共同イベントの実施。 

  （4）経営交流による従業員教育研修の試みと効果 

４、 神奈川における広域・地域間交流の現状について 

――近隣地域との交流の例は多いが、全国的な広域・地域間交流はこれからの分野である―― 

   （1）神奈川（横浜）の交流実施例 

     ①製造業の交流（’85神奈川異業種交流プラザ －山形県米沢電機工業会） 

     ②商業者の交流（あきびと２１―都城市） 

       宮崎県都城市霧島工業クラブー横浜オールディーズシニアクラブ 

                    ―神奈川県異業種グループ連絡会議 
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  （2）個別事業連携から広域・地域連携へ（神奈川―愛媛） 

  （3）新しい地域連携型・・共同事業の活性化（神奈川―山口） 

  （4）インターネット活用型（大会―川崎・岩手大・新潟・東京北区・愛媛今治） 

  （5）第6回異業種交流・融合化研究会での熊本県異業種交流協議会・宮村宣司会長から提言のあった「中

小企業全国販売ネットワークの構築」（名古屋・ＢＩＮ池田会長からも同趣旨の提言あり）について 

５、 広域・地域間交流の新たな提案について 

（1）“点から点”をつなぎ合わせて、広域・地域・複合・同時交流へと“面的展開”を行う。 

（2）情報拠点を共有化する。 

（3）情報量を質的、量的に増加させる。 

（4）広域・地域間交流斡旋機能を構築する・・当分は各地域の窓口を確認し、担当者を設定する。 

（5）組織構造の検討や、総合的窓口の設置も検討する・・（財）中小企業異業種交流財団 

（6）各種依頼案件（共同事業、共同販売、共同イベント等）を掲示板等で公開することを考える。 

（7）セキュリティ問題、経費捻出問題等の研究を行う。 

（8）半年～1年をかけて準備を行う・・一次集約（１１／１４のＩＮＦ今治大会） 

                  二次集約（  未定   ） 

以上 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜ご参考＞ 異業種交流・融合化推進研究会（第７回） 

副題：「新たな異業種交流から事業連携活動の基盤作り」 

――多面的異業種交流活動から経営革新のヒントをつかむ―― 

１、 開催日時：平成１５年９月９日（火）ｐｍ２：００～５：４５（交流会は６：００～７：３０） 

２、 開催場所：コスモスクエアー国際交流センター「研修会議室Ｃ」（大阪府大阪市住之江区南港北1-7-50） 

３、 参加費 ：無料（交流会は５，０００円） 

４、 内容  ：第一部特別講演「広域交流が新たなチャンスを生み出す」芝忠氏 

       第二部「活動事例発表」滋賀県澤田氏、京都府巽氏、愛媛県田崎氏、大分 

       第三部｢意見交換会｣――“新たな異業種交流活動のあり方について”コーディネータ 芝氏 

       交流会 

       （翌９月１０日（水）は「ビジネスメッセ２００３」の見学会が予定されています） 

５、主催者 ：(財)中小企業異業種交流財団 東京都港区赤坂2-20-19 tel03-3584-0707,fax03-3584-6122 

   

本件のお申し込み（８月２２日まで）とお問い合わせは主催者にお願いいたします。 

＜ＰＲのコーナー＞ 

異グ連参加プロジェクト ”スプリング・イン・神奈川”の女性専門家による実践的起業セミナーのご案内 

ＢＣ有村知里 

会員の皆様のお知り合いの方などで、起業を検討されていらっしゃる方、あるいは起業したばかりの方がいら 

っしゃいましたら、ぜひご案内いただきますよう、お願いいたします。          

＜日程・内容＞個別相談会も毎回行い、税務・労務・経営の専門家が揃って疑問・質問にお答えいたします。 

第1日 ９月０６日（土）起業の心構え / 開業時の組織の選択、設立について 

第2日 ９月１３日（土）開業に必要な簿記・経理の知識 / 活用したい融資制度・助成金制度 

第3日 ９月２０日（土）開業時に必要な届け出（税務、労働・社会保険等） /人材の雇用と労務管理 

第4日 ９月２７日（土）ビジネスプランの立て方 /まとめ 

第5日 １０月４日（土）創業者を囲んでの交流会 

毎回ｐｍ２：００～５：００の３時間です。 

＜場所＞ かながわ県民センター（横浜駅西口より徒歩５分）横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 

＜定員＞  24名  ＜参加費＞ 3,000円（全５回分）大変お得です！！ 

＜お申込み＞８月２５日までにお申込ください。氏名、住所、電話、ＦＡＸ、E-Mail、開業予定年月を 

      E-mail  mafuyu-h@nifty.com or ＦＡＸ０４５－６５１－５５８２担当ハザマへ連絡ください。 

 ・・・・・・・・・・ 

（事務局より：別途詳細案内書を異グ連会員の皆様および中小企業センターＢＣ他の方にお送りいたします） 
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